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 本研究は、心理的居場所感を形成するロボットとの対話が、ユーザの冒険的態度に与える影響を検

証することを目的とした。心理学における安全基地理論に基づき、ユーザにとって、安全な避難所と

安心の基地の二機能を担う対話ロボットを設計・開発した。大学生 6名を対象に、話題設定を段階的

に変化させた 4回の対面対話と非同期コミュニケーションを組み合わせた 2週間の実験を実施した。 

 質問紙調査による量的評価の結果、ロボットとの継続的な対話を通じて心理的居場所感が形成さ

れ、冒険的態度を測定する尺度において正の変化が確認された。さらに、対話ログ分析を通じて、心

理的居場所感に関連する発話から、冒険的態度に関する発話へと、対話内容が段階的に変化していく

様子が観察された。これらの結果から、ロボットとの対話がロボットへの心理的居場所感の形成を基

盤として、ユーザの冒険的態度を促進し得る可能性が示唆された。 

 

（抄録 URL：https://hai-conference.net/symp2026/proceedings/pdf/P2-20.pdf） 
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